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グローバル補助金申請の為の申込書
	プロジェクト名：桃園復興区高義小学校および義盛小学校-歯科診療室設備更新計画

	援助国側ロータリークラブ
　　　　　　　　　　　　　　　　湯布院　　ＲＣ
	代表連絡担当者
緒方　肇

	電話　09059377118　　　　　FAX
	Email
ogata@ryoutiku.com

	実施国側ＲＣ                 中壢大同RC
	実施国
台湾

	地区番号  3501
	

	※地域社会調査報告書（番号を〇で囲んで下さい）
１．完成している　　　　　２．作成中　　　　　３．未調査

	ＲＩの重点分野：疾病予防と治療
	実施時期：　　2025.03　　～2025.06

	プロジェクトの概要：桃園市復興区は、台湾桃園市の南東端に位置しています。北は大渓区に隣接して、東北は新北市三峡区、烏来区に隣接して、東南は台湾省宜蘭県大同郷に接して、西南と西北は台湾省新竹県尖石郷、関西鎮に隣接している。面積が约351平方キロメートルで、桃园市の総面績の7分の2を占めて、桃园市の复兴区区は2023年の统计中で、12946人と3948戸があり、各戸の平均が3.28人に相当して、桃园市の面積が最も大きく、人口が最も少なく、人口密度が最も低い行政区であるが、同時に全台の人口が最も多い直轄市山地原住民区である。区内の住民の多くは台湾原住民族のタヤ族であり、都市区の片郷地区に属し、この地区の無歯医師診療所或いは病院が住民の代わりに歯を診察診療する。
桃園市復興区コウィグク小学校は桃園市復興区コウィリ3隣28番地に位置しており、桃園市から車で2時間ほどかかるが、コウィリには現在285世帯、1090人の住民が住んでいる。
桃园市复兴复兴区义盛国小地は、桃园市义盛区「盛里の「小烏来景特定区」内に位置するテア小学校で、259世帯、人口数997人で、近隣の霞雲里268世帯、888人が所属している。
桃園市歯科医師会は現地の特殊な人文背景及び医療資源の需要及び偏郷地理的要因により、長期にわたり歯科医師を両偏郷の国小学校に派遣し、毎月少なくとも2日半は学校に行って学生及び周囲の偏郷民の診察を協力し、衛生福祉部北区健康保険局の支援を得て、歯科医師の定期的な駐在サービスを許可した。しかし、高义&义盛国小学校の歯科医设备机器はすでに20年以上使用しているので、学校は専专业医医疗机构机器を并用して、歯科医料の材料を更新入する予算の更新はありませんが、確かに歯科医の診療机器の需要があります。桃園歯科医役:
1.歯科外来診療サービスを行い、月に少なくとも3回外来診療の手配に協力する。
2.関係受益者の数を増やすために歯科サービスを推進する責任を負う。
3.教育訓練と専門相談。
桃園歯科医師会は箱舟教養院の教保員と職員を養成して、彼らが身体障害者の口腔保健に関する仕事を協力できるようにする。
1.予防保健の基本。
2.デンタルフロスと歯の洗浄技術を使用する。
3.歯の洗浄ガイドと口腔洗浄の応用。
以上が，我々が高義&義盛の2つの小学校を選択し，歯科診療機器を更新する理由である.
桃園市歯科医師会は長い間 この2つの辺鄙な村に歯科医師を派遣してきましたが 学校が提供する歯科用椅子は故障して使用できません しかし学校が提供する医療用品の予算の前に使用していた設備は 以前の歯科医師が提供した中古品です

	予　　算
	（別紙予算書を添付して下さい。）

プロジェクトの総額　　76,000　　米ドル


	
	2720地区のDDF申請額

　　　　　　7,752　　　米ドル
	援助国側現金拠出額

　　　　　　1,000　　　　　　米ドル

	
	他地区のDDF申請額

22,648　　米ドル
	他の現金拠出額

21,280　　　　米ドル


グローバル補助金を使ったプロジェクトを計画しておりますので申込み致します。
　　年　　月　　日
　　　　湯布院　ロータリークラブ
役職　　会員増強　副委員長　　　　　　　　　　　　　　会員名　緒方　肇　　　　　　　　
※内容が長文の場合は、何ページでも可です。
